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～ R7年　１月　３１日

（対象者数） 11 （回答者数）
11

～ R7年　１月　３１日

（対象者数） 8 （回答者数）
8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

基本的な医療行為に関して所内で研修・実習を行い、専門職

が統一された技術を提供できる体制を作っていく

リハビリに関しても、実際のリハビリを行っている場面を見

学させていただき、PT/OTと連携しながら支援を進めていき

たい

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

医療依存度の高いお子様に対しても、安心してご利用いただ

けている

医療機関（主治医）から指示書をいただき、安全な医療の提

供を行っている

身体的に成長期にあるお子様を対象としているため、年齢が

上がる毎に治療方針や、内服薬等が変化することが多い。そ

れを踏まえて、保護者の方とも密な情報交換を行い最新の情

報をもとに対応していく
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2

送迎時等に、保護者様とゆっくり話せる機会を意識的に作っ

ていく

個別支援計画の更新など、モニタリング時期にはゆっくり面

談できる時間を作るよう配慮する（保護者様の都合に合わせ

て）

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

日々のスロープの安全確認を怠らない

スロープ使用時には、安全な靴で、必ず二人体制で行うなど

の安全対策を徹底する

室内には、動けるお子様がけがないように、マットやクッ

ションの利用を行っていく

2

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

普通の住宅を利用して事業を行っているため、玄関や室内に

段差が合ったり、室内に段差がありお子様の安全を確保する

ための配慮が必要

スロープの勾配の角度があるため、バギーの出入り時には細

心の注意が必要

室内はクッション性のあるマットの使用などで怪我の防止が

必要

保護者様の生活、他のご家族（ご兄弟等）の生活が安定して

送れるようなサポートができている

保護者様、ご兄弟様が落ち着いて生活できるよう、ご利用時

間の延長や送迎の対応を行っている

急なご要望にも、できるだけ対応できるよう心がけている
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